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道徳科授業の在り方に関する研究 
 

－親切，思いやりを体系的に育む問題解決的な学習，道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れた指導方法の工夫－ 
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１ 問題解決的な学習，道徳的行為に関する体験的な学習の学習指導過程と発問例，活用例 

問題解決的な学習と道徳的行為に関する体験的な学習の学習指導過程と発問例，活用例を【表１】

【表２】に示す。学習指導過程に示されている白丸の数字は，問題解決的な学習に関係する学習活動

を表し，①，②，③，⑬，⑭は，道徳的行為に関する体験的な学習と共通する学習活動である。黒丸

の数字は，道徳的行為に関する体験的な学習に関係する学習活動である。授業実践では，児童の実態

やねらいに合わせて，例えば，導入②，展開④⑤⑧⑪，終末⑭といったように学習指導過程を選択し

ていく。また，道徳的行為に関する体験的な活動（☆）は，指導のねらいと児童の実態に応じて必要

な学習場面に取り入れる。 

【表１】問題解決的な学習の学習指導過程と発問例 

導 

入 

１ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について問題意識をもち自己を見つめる場面 

主題に対する児童の興味や関心を高め，ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己

を見つめる動機付けを図る。 

①教材や日常生活などから道

徳的価値に根差した問題を

意識する。 

②道徳的価値の本当の意味や

意義を考える。 

③個人的な自分の経験や具体

的な事例から，道徳的価値

を考える。 

例:どこに問題がありますか。 例:親切とは，何ですか。 例:親切にしてもらってよか

ったことはありますか。 

展 

開 

２ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について多面的・多角的に考える場面 

道徳的価値に対する児童一人一人の考え方や感じ方を生かしたり，物事を多面的・多角的

に考えたり，児童が自分との関わりで道徳的価値を理解したり，自己を見つめたりする。 

・教材などを基に，道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について考える。 

④道徳的価値に根差した問題

の状況を分析する。 

⑤登場人物などの考え方や行

為から，道徳的価値を考え

る。 

⑥登場人物などの考え方や行

為に対して，考えをもつ。 

例:登場人物は，どうして迷っ

ていますか。 

例:登場人物は，どのようなこ

とを思いながら，親切にし

たのでしょうか。 

例:登場人物の考えている親

切に対して，どのように思

いますか。 

・教材などを基に，道徳的価値に根差した問題の解決方法を考えたり，道徳的価値について考

えたりする。 

⑦登場人物のために解決策を

考え，検討する。 

⑧道徳的価値について考え

る。 

⑨自分だったらどうするかを

考える。 

例:登場人物は，どうすればい

いのですか。 

例:見守ることも親切だと思

いますか。 

例:自分だったら，どうします

か。 

・教材や議論したことなどを基に，道徳的価値についての理解を深めたり，考えた解決策を身

近な問題に適用したりする。 

⑩解決策から，道徳的価値を考

える。 

⑪道徳的価値について，さら

に深める。 

⑫導入で扱った事例や新たな

事例などを提示し，問題を

解決するシミュレーション

を行う。 
例:登場人物は，どうして◯◯

を選んだと思いますか。  

例:本当の親切とは何だと思

いますか。 

終 

末 

３ 自己の生き方を考える場面 

学習を通して考えたことや新たに分かったことを自己を見つめながら確かめたり，学んだ

ことを更に深く心にとどめたり，これからへの思いや課題について考えたりする。 

⑬学習を通して考えたことや新たに分かった

ことを確かめる。 

⑭学習を振り返り，これからの自己の目標や課

題を考える。 

例:学習を通して考えたことや新たに分かった

ことは何ですか。 

例:学習したことで，これから生かしていきた

いことはありますか。  
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【表２】道徳的行為に関する体験的な学習の学習指導過程と発問例，活用例 

導 

入 

１ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について問題意識をもち自己を見つめる場面 

主題に対する児童の興味や関心を高め，ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己

を見つめる動機付けを図る。 

①教材や日常生活などから道

徳的価値に根差した問題を

意識する。 

②道徳的価値の本当の意味や

意義を考える。 

③個人的な自分の経験や具体

的な事例から，道徳的価値

を考える。 

例:どこに問題がありますか。 例:親切とは，何ですか。 例:親切にしてもらってよか

ったことはありますか。 

展 

開 

２ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について多面的・多角的に考える場面 

役割演技などで児童一人一人が考えたり感じたりした内容から，物事を多面的・多角的に

考えたりすることで，自分との関わりで道徳的価値を理解したり，自己を見つめたりする。 

・道徳的行為に関する体験的な活動などを通して，道徳的価値に根差した問題や道徳的価値に

ついて考える。 

➍道徳的価値に根差した問題

場面を把握し考察する。 

❺登場人物の行動の意味や心

情を考える。 

➏問題場面を実際に体験す

る。  

☆動作化などで，問題場面の

再現など。 

例:登場人物は，どうして～し

たと思いますか。 

☆役割演技などで，行動や心

情の再現など。 

例:登場人物は，どんな気持ち

だったと思いますか。 

☆役割演技などで，問題場面

を実際に体験するなど。 

例:問題場面を体験して，どん

なことを思いましたか。 

・道徳的行為に関する体験的な活動などを通して，道徳的価値を理解する。  

➐登場人物の行動や心情など

を考える。 

➑登場人物の考えや葛藤など

を理解する。 

➒解決策を考え，検討する。  

☆役割演技などで，登場人物

の心情の再現などを行う。 

 

例:登場人物は，どんな気持ち

になったと思いますか。 

☆役割演技などで，登場人物

の葛藤の再現など。 

 

例:登場人物は，何を迷ってい

るのですか。 

☆役割演技などで，問題解決

の解決策を実際に行うな

ど。 

例:問題を解決するには，どう

すればいいですか。 

・道徳的行為に関する体験的な活動などを通して分かったことから，道徳的価値についての理

解を深める。 

➓体験して考えたり，感じた

りしたことから，道徳的価

値について考える。  

⓫道徳的価値の意味や実現す

るために大切なことを考え

る。 

⓬解決策に共通する道徳的価

値を考える。 

☆動作化などで，道徳的行為

をするなど。 

例:親切にするためには，何が

大切と思いますか。 

☆役割演技などで，道徳的行

為をするなど。 

例:本当の親切とは何だと思

いますか。 

☆役割演技などで，共通する

道徳的価値に気付くなど。 

例:共通することは何ですか。  

終 

末 

３ 自己の生き方を考える場面 

学習を通して考えたことや新たに分かったことを自己を見つめながら確かめたり，学んだ

ことを更に深く心にとどめたり，これからへの思いや課題について考えたりする。 

⑬学習を通して考えたことや新たに分かった

ことを確かめる。 

⑭学習を振り返り，これからの自己の目標や課

題を考える。 

例:学習を通して考えたことや新たに分かった

ことは何ですか。 

例:学習したことで，これから生かしていきた

いことはありますか。  
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２ 親切，思いやりの道徳的価値の体系的な指導方法と手立て 

      「小学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編 平成27年７月」では，発達段階を基に道徳的価値

についての指導内容を発展させて示している。そこで本研究では，まず，低・中・高学年の指導内容

を「気付く」「分かる」「生かす」の３つの観点から，体系的な指導方法と手立てによって，めざす親

切，思いやりの道徳的価値に具体化する。親切，思いやりにおける「気付く」とは，低学年では自分

からの観点で，中学年では，相手の立場に立って，高学年は自分自身に置き換えながら相手の立場や

気持ち，相手にとってよりよい行為を判断していくことと捉え，同様に「分かる」とは，低学年では

親切，思いやりの大切さやよさ，中学年では相手のことを考えた親切，思いやりのよさ，高学年では

相手の立場に立った親切，思いやりのよさが分かると捉える。また，「生かす」とは，低学年では身近

な人に，中学年では様々な人に，高学年では接する全ての人に，「気付く」「分かる」から学んだこと

を基に，相手の立場に立った行為をとろうとしたり，心の準備をしたりすることと捉える。このよう

に親切，思いやりの道徳的価値を育む手立てを体系化したものが，【表３】に示したものである。また，

授業においては，児童の発達段階とねらいに合わせてより具体化し，前述の学習指導過程【表１】【表

２】に基づき，授業を展開していく。この時，低学年の「人との関わりから相手の考えや気持ちに気

付く」という発達段階を考慮し，道徳的行為に関する体験的な学習を多く取り入れたり，高学年の「自

他を客観的に捉える」という発達段階から問題解決的な学習を多く取り入れたりすることが効果的で

はないかと考え，合わせてその指導方法の工夫として【表３】に表わした。 

 【表３】親切，思いやりの道徳的価値の体系的な指導方法と手立て 

 

発達段階 
内容項目の 

概要 

親切，思いやりの道徳的価値を育む手立て 

３つの観点による指導のねらい 指導方法

の工夫 気付く 分かる 生かす 

５
・
６
年
生 

・自他を客観的

に捉える。 

・相手の置かれ

ている状況を

自分自身に置

き換えて想像

できるように

なる。 

・誰に対して

も思いやり

の 心 を も

ち，相手の

立場に立っ

て親切にす

ること。 

・自分自身に置

き換えなが

ら，相手の気

持ちや立場

に気付く。 

・相手のために

なる親切な

行為に気付

く。 

・人間関係など

を乗り越え

て相手の立

場に立って

考え，誰にで

も親切にす

ることのよ

さや大切さ

が分かる。 

・接する全ての

人に親切に

しようとす

る。 

問
題
解
決
的
な
学
習 

 

道
徳
的
行
為
に
関
す
る
体
験
的
な
学
習 

３
・
４
年
生 

・相手の気持ち

をより深く理

解する。 

・他の人も，自分

たちの考え方

や感じ方と同

じだと，思い込

みがちになる。 

・相手のこと

を 思 い や

り，進んで

親切にする

こと。 

・相手の気持ち

や立場に気

付く。 

・取るべき親切

な行為に気

付く。 

・相手の気持ち

や立場を考

えたり，進ん

で親切な行

為をしたり

することの

よさや大切

さが分かる。 

・様々な人に進

んで親切に

しようとす

る。 

１
・
２
年
生 

・自分中心の考

え方になりが

ちになる。 

・人との関わり

から，相手の考

えや気持ちに

気付く。 

・身近にいる

人に温かい

心で接し，

親切にする

こと。 

・相手のことに

気付く。 

・取るべき親切

な行為に気

付く。 

・温かい心で接

することの

よさが分か

る。 

・具体的な親切

な行為が分

かる。 

・身近な人に親

切にしよう

とする。 
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第２学年道徳学習指導案 

日 時 平成２８年 10月 18 日（火）５校時 

                           対 象 ２年２組（男 19名女 12名計 31名） 

指導者 佐 藤 朋 広 

１ 主題名  相手の本当の気持ちは［親切，思いやり］ 

教材名  公園のおにごっこ(出典 学研「みんなのどうとく２年」) 

２ ねらい  しんじたちがゆうたと２回目のおにごっこをするために何を話し合ったのかを考える

ことを通して，温かい心で年下の子と仲よく遊ぶために必要な判断力を養う。 

３ 主題設定の理由 

(1) 道徳的価値について 

小学校第１学年及び第２学年の内容項目［親切，思いやり］では，「身近にいる人に温かい心で接

し，親切にすること。」とある。これは，第３学年及び第４学年「相手のことを思いやり，進んで親

切にすること。」に発展していく。 

   本主題は，「温かい心で年下の子と仲よく遊ぶために必要な判断力を養う。」ことをねらいとして

いる。そこで，温かい心とは，相手に対してどのようなことを考えることなのかについての視点を

増やし，相手へ気持ちを向けることへの理解を深めることが必要である。その結果として，親切に

された相手の喜びを自分の喜びとして受け入れられるようにすることで，道徳的価値のよさを理解

し，具体的に親切な行為へ生かしていくことが大切と考える。 

(2) 児童について 

    児童はアンケートにおいて，親切とは，主に困っている人を助けること，相手にやさしくするこ

とだと意識しており，対象は学校の友達がほとんどである。具体例として，消しゴムを拾った，遊

びに誘ったなどがあり，親切にされたことでは，一輪車を貸してくれた，泣いている時声をかけて

くれたなどがある。親切にする時に，相手の様子から行動しており，相手の気持ちまでは目を向け

ていない傾向がある。このことから，人の気持ちを考えて行動することの大切さを理解することが

必要と考える。 

(3)  教材について 

   本教材「公園のおにごっこ」は，相手の気持ちに気付き，相手の気持ちに合わせて行動すること

の大切さへの考えを深めることを目的としている。 

主人公のしんじたちは，みんなと同じように走れない幼稚園のゆうたとおにごっこをする。しか

し，よしえやみんなは，ゆうたをつかまえようとはしなかったので，ゆうたはおにごっこをやめて

しまう。そこで，みんなは，どうしてやめてしまったのかを考え，もう一度ゆうたをおにごっこに

誘う。しんじがゆうたにタッチするとゆうたは元気になり，みんなも夢中になっておにごっこをす

るという内容の教材である。 

(4)  指導にあたって 

   本教材を通して，小さな子と仲よくするには，相手のことや気持ちを考えることが大切であるこ

とを捉えさせたい。この授業では，しんじたちと同じように２回目のおにごっこをするために何

を考えればいいのかを議論する活動を行う。この活動を通して，この活動を通して，相手のことや

気持ちを考えるよさを感じさせたい。そのため，ア～ウの工夫を行っていく。 
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ア 体験的な学習を取り入れた授業の工夫 

(ｱ)  自己を見つめる場面の設定 

     導入場面では，自分たちの遊びを想起させ，ゆうたがジャングルジムに一人でいる教材の挿絵

を提示し，仲よく遊ぶことに問題意識をもたせる。また，展開場面では，しんじたちの親切に気

付かせ，相手のことを考えてもその思いが伝わらないことに共感させる。また，２回目のおにご

っこを仲よく遊ぶためにしんじたちは何を考えたかを自分のこととして考えさせる。終末場面で

は，学習してきた思いやりに対してこれまでの自分の経験や考え方などを振り返り，自己の生き

方を考えることにつなげる。 

(ｲ) 多面的・多角的に考え，議論する場面の設定 

     展開のしんじたちの話合いを考える場面において「しんじたちはどんなことを考えれば，２回

目のおにごっこはうまくいくでしょうか。」という発問を，ペアで考えさせる。温かい心で接する

には，「ゆうたの気持ち」「ゆうたが嫌だったこと(原因)」「ゆうたに合ったおにごっこ(おにごっ

この仕方)」の視点が必要である。さらに，しんじたちの話合いのシナリオ(自作)を渡し，役割演

技をさせる。シナリオと，自分たちの考えを比べさせることで，温かい心で相手を考える視点を

増やしたり確かめたりする。また，ゆうたが元気になったことから，相手のことや気持ちを考え

ることの大切さを捉えさせる。 

(ｳ) 自己の生き方を考える場面の設定 

     友だちと仲よくするためにはどんなことが大切かについて自分の考えをまとめ，今までの生活

を振り返ったり，これからの生き方を考えたりするために，ワークシートに自分の考えを整理さ

せる。 

イ 親切，思いやりの道徳的価値を育む手立て 

  p.３の【表３】親切，思いやりの道徳的価値の体系的な指導方法と手立てより，本時における親切，

思いやりの道徳的価値を育む手立てを発問や活動を通して授業の中に位置付けていく。 

気付く 分かる 生かす 

①しんじたちの親切に気付く。 

②しんじたちが考えたことに

気付く。 

①相手のことや気持ちを考え

る視点が分かる。 

②相手のことや気持ちを考え

ることの大切さが分かる。 

①友だちと仲よくするために，

相手のことや気持ちを考え

ようとする。 

ウ 道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れた授業における基本となる学習指導過程 

  本時のねらいから，前項２の【表２】道徳的行為に関する体験的な学習の学習指導過程と発問例，

活用例より，学習過程を下記のように設定する。 

導 

入 

１ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について問題意識をもち自己を見つめる場面 

①教材や日常生活などから道徳的価値に根差した問題を意識する。 

【発問】「遊んでいて，仲よく遊べなかったことはありませんか。」 

展 

開 

２ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について多面的・多角的に考える場面 

➍道徳的価値に根差した問題場面を把握や考察する。            【気付く①】 

【発問】「どうしてしんじたちは，ゆっくり走ったり，急に向きを変えたりしたのでしょ

う。」 

➐ 登場人物の行動や心情などを考える。             【気付く②分かる①】 

【中心発問】「しんじたちは，どんなことを考えたでしょうか。」 

【発問】「しんじたちが考えたことと，同じところや違うところ，気が付かなかったところ

はありましたか。」 

➓体験して考えたり，感じたりしたことから，道徳的価値について考える。 【分かる②】 

終 

末 

【発問】「２回目のおにごっこは，どうしてうまくいったのでしょうか。」 

３ 自己の生き方を考える場面              

⑭学習した道徳的価値に自分なりの考えをまとめる。            【生かす①】 
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４ 授業の展開 

 (1) 展開 

段
階 

学習活動と主な発問 期待する児童の反応 支援 

導 
 
 
 
 
入 
7 

 
 
 
問題① 
１ 遊びの場面を想起
し，自分の経験を振り
返る。 

 
２ 本時の学習の方向性
を確認する。 

 
 
 
 
３ 教材を読む。 
・あらすじを確認する。 
 
 
 

 
 

 
・ない。 
・あった。 
・この前あった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・幼稚園。 
・みんなと同じように走
れない。 

・遊ぶのが大好き。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・しんじたちのしたことに気を付けて
聞くように伝え，しんじの立場から
考えさせる。 

・ゆうたの設定を確認し，挿絵を板書
に掲示することで，話の全体像を位
置付ける。 

 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
30 

 
 
 
４ 教材「公園のおにご
っこ」について話し合
う 

体験➍ 
◯どうして，ゆうたたち
は，ゆっくり走ったり，
急に向きを変えたりし
たのでしょう。 

 
 
 
体験➐ 
◎しんじたちはどんなこ
とを考えれば，２回目
のおにごっこはうまく
いくでしょうか。ペア
で話し合いましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・ゆうたが同じように走
れないから，ゆうたが
つまらなくなるから。 

・ゆうたがおにだと捕ま
えられないから大変だ
から。 

・ゆうたが，おにごっこを
しやすいように。 

・ゆうたが楽しむため。 
 
 
 
◇ゆうたが嫌だったこと 
・ゆっくり走ったから。 
・急に向きを変えたから。 
◇ゆうたの気持ち 
・つまらない。 
・嫌だ。 
・みんなと同じがいい。 
・追いかけてほしい。 
・タッチしてほしい。 
◇ゆうたに合ったおにご
っこ 

・追いかける。 
・タッチする。 
・向きを変えない。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【気付く①】 
しんじたちの親切に気付く。 

・しんじたちの行為が，ゆうたのこと
を考えた行為であるが，ゆうたの気
持ちと合わなかったことを押さえ
る。 

【気付く②】 
しんじたちが考えたことに気付く。 

 
 
 
 
 
・ペアで話し合った後，全体で話し合
う。 

【分かる①】 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

なかよく遊ぶためには，どうすればいいのかな。 

道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について問題意識をもち自己を見つめる場面 

ア 自己を見つめる。 

自分たちの遊びを想起させ，

ゆうたがジャングルジムに一人

でいる教材の挿絵を提示し，仲

良く遊ぶことに問題意識をもた

せる。 

ア 自己を見つめる。 

しんじたちの親切に気付かせ，

相手のことを考えてもその思い

が伝わらないことに共感させる。 

ア 自己を見つめる。 

  ２回目のおにごっこを仲良く遊

ぶためにしんじたちは何を考えた

かを考えさせることで，しんじを

通して自分の考える視点をもたせ

る。 

道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について多面的・多角的に考える場面 
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・全体の話し合い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・役割演技 
 
 
 
 
 
 
 
 
◯しんじたちが考えたこ
とと，同じところや違
うところ，気が付かな
かったところはありま
したか。 

 
 
体験➓  
◯２回目のおにごっこ
は，どうしてうまくい
ったのでしょうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・うまくいかなかったわ
けが同じだった。 

・ゆうたの気持ちが違か
った。 

・遊び方が考えつかなか
った。 

 
 
・ゆうたの気持ちを考え
て行動したから。 

・考えたことがゆうたの
気持ちと合ったから。 

・相手のことだけでなく
気持ちも考えたから。 

【分かる①】 
相手のことや気持ちを考える視点が

分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【分かる②】 
相手のことや気持ちを考えることの

大切さが分かる。 
 
 
 
 

 

 
 
終 
 
末 
 
 8 

問題⑭ 
５ 本時で学習した内容
を振り替える。 

◯今日の学習で，仲よく
遊ぶには，どうするこ
とが大切だと思いまし
たか。 

 
 
 
・友達が困っていたら，困
っている気持ちを考え
て行動したい。 

・遊んでいる時に嫌な気
持ちになっている人が
いたら，その気持ちを
考えて行動する。 

・仲良く遊べなかったら，
相手の気持ちを考え
て，遊び方を変えたい。 

・小さい子の気持ちをよ
く考えて，一緒に遊び
たい。 

【生かす①】 

友だちと仲良くするために，相手のこ
とや気持ちを考えようとする。 
 
 
 
 

６ 教師の説話を聞く 
 

 ・教師が２年生の時，１年生の折り紙
を代わりに作って失敗した話をす
る。 

 

 

 

 

 

イ 多面的・多角的に考える。  

「ゆうたの気持ち」「ゆうたが嫌

だったこと(原因)」「ゆうたに合っ

たおにごっこ(おにごっこの仕

方)」の視点で考えを板書に位置付

け，役割演技前に児童の考えを分

類する。 

イ 多面的・多角的に考える。  

シナリオと自分たちの考えを比

べ，同じところ，違うところ，気

が付かなかったところを見付けさ

せ，温かい心で相手を考える視点

を増やしたり確かめたりさせる。 

イ 多面的・多角的に考える。 

全体で議論することで，自分た

ちの考えを確かめたり，新たな考

え方に気付いたりさせる。 

イ 多面的・多角的に考える。 

相手のことや気持ちを考えるこ

との大切さを捉えさせる。 

ウ 自己の生き方を考える。 

友だちと仲よくするためには

どんなことが大切かについて自

分の考えをまとめ，今までの生活

を振り返ったり，これからの生き

方を考えたりするために，ワーク

シートに自分の考えを整理させ

る。 
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(2)板書計画 
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気
持
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・
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や
だ 

・
み
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と
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・
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か
け
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ほ
し
い 

・
タ
ッ
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し
て
ほ
し
い 

 
 
 
 

↓ 

◯
ゆ
う
た
に
あ
っ
た
お
に
ご
っ
こ 

・
お
い
か
け
よ
う 

・
タ
ッ
チ
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よ
う 

さ
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↓
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気
も
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が
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っ
た 

ゆ
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う

絵 
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る
絵 

し
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じ
た
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が 

話
し
合
っ
て
い
る

絵 

み
ん
な
が 

楽
し
く 

お
に
ご
っ
こ
を

し
て
い
る
絵 
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(3)ワークシート 

 

公 園 の お に ご っ こ  

二 年  組     番   名 前

な ま え

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一  き ょ う の 学 習

が く し ゅ う

で ， な か よ く あ そ ぶ に は ， ど う す る こ と が 大 切

た い せ つ

だ と  

思
お も

い ま し た か 。 わ け も 書
か

き ま し ょ う 。  
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 (４)シナリオ 

 

２  

１  

２  

１  

２  

１  

２  

１  
ゆ う ち ゃ ん も 、 お も い き り お い か け て 、 タ ッ チ す れ ば  

い い と お も う よ 。  

つ ぎ の お に ご っ こ 、 ど う す れ ば い い か な 。  

ゆ う ち ゃ ん 、 お も い き り お い か け ら れ た り 、 タ ッ チ し た

り し て ほ し か っ た ん じ ゃ な い か な 。  

ゆ う ち ゃ ん 、 ど う し て ほ し か っ た の か な 。  

み ん な と 同
お な

じ じ ゃ な い か ら 、 い や な 気
き

も ち に な っ た と

お も う 。  

そ っ か 。 ゆ う ち ゃ ん 、 ど ん な 気 も ち だ っ た の か な 。  

き ゅ う に む き を か え た り 、 わ ざ と ゆ っ く り 走
は し

っ た り  

し た の が 、 い や だ っ た ん じ ゃ な い か な 。  

ゆ う ち ゃ ん は 、 ど う し て や め ち ゃ っ た の か な ？  



- 11 - 

第４学年道徳学習指導案 

日 時 平成 28 年 10 月 13 日（木）２校時 

                              対 象 ４年２組（男 19名女 15名計 34名） 

指導者 佐藤 朋広 

１ 主題名  思いやる心を伝えよう［親切，思いやり］ 

教材名  心の信号機(出典 学研「みんなのどうとく４年」) 

２ ねらい  ぼくが葛藤を乗り越えて目の不自由な人に親切にした姿を通して， 相手の立場を考え，

行動化できない心理状況を克服し進んで親切にしようとする道徳的判断力を養う。 

３ 主題設定の理由 

(1) 道徳的価値について 

第３学年及び第４学年の内容項目［親切，思いやり］では，「相手のことを思いやり，進んで親切

にすること。」とある。これは，第１学年及び第２学年の内容項目「身近にいる人に温かい心で接し，

親切にすること。」を受けたものであり，さらに，第５学年及び６学年の内容項目「誰に対しても思

いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にすること。」に発展している。 

本主題は，「相手の立場を考え，行動化できない心理状況を克服し進んで親切にしようとする道

徳的判断力を養う。」ことをねらいとしている。そこで，相手の置かれている状況，困っていること，

大変な思いをしていること，悲しい気持ちでいることなどを自分のこととして想像することによっ

て相手のことを考え，親切にした方がいいことは分かっていてもなかなか実行できない自分の弱さ

を乗り越えることが，進んで親切を行うことへの理解を深めていくことが大切であると考える。 

(2) 児童について 

   児童はアンケートにおいて，思いやりとは，相手の気持ちを考えること，親切とは，困っている

人を助けること考えている。具体例として，ティッシュをあげた，けがした人に大丈夫と声をかけ

たなどであり，学校生活の中で困っている友達を助けたり手伝ったりしている。また，障がいをも

つ人を手伝うかどうか迷った経験はなかった。年間計画に基づいて事前にキャップハンディ体験を

行い，アイマスクを付け，白杖をついて歩く体験をしている。「こわかった」「手伝ってあげたい」

と言った感想があった。このことから，相手の状況や気持ちを想像し，相手に関わらず親切にする

ことへの理解を深めることは，よりよい生き方を考えるうえで意義があると考える。 

(3)  教材について 

   本教材は， 主人公のぼくが，目の不自由な人の立場に気付き，横断歩道を渡る手伝いをしようと

思うが，知らない人に声をかけることへの不安で葛藤する。しかし，最後は思い切って声をかけ手

助けをするという内容の教材である。 

(4)  指導にあたって 

   本教材を通して，行動化できない心理状況を克服し思いやりのある行為を行おうとするには，相

手の立場や気持ちを考えることや自分の弱さを乗り越えることが大切であることを捉えさせたい。

この授業では，自分が親切しようとするきっかけは何かを議論する活動を行う。この活動を通して，

親切にするには相手のことと自分のことを考える必要があり，親切にしようとするきっかけを増や

したり，見つけさせたりしていきたい。そのため，ア～ウの工夫を行っていく。 
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 ア 問題解決的な学習を取り入れた授業の工夫 

 (ｱ) 自己を見つめる場面の設定 

    導入場面では，ある男の子が車いすの人を手伝った話から，どんなスイッチが入ったか考えさ

せ，親切スイッチはどうすれば入るのかという問題意識をもたせる。また，あらすじを確認する

時，キャップハンディ体験の経験から，目の不自由な人の立場や気持ちを考えさせる。展開場面で

は，「みんなが僕の立場だったら，あなたの親切スイッチは，どうすれば入りますか。」と発問する

ことで，自分の弱さに気付き，自分なりの葛藤の乗り越え方に気付かせる。終末場面では，学習し

てきた思いやりに対してこれまでの自分の経験や考え方などを振り返り，自己の生き方を考える

ことにつなげる。 

(ｲ) 多面的・多角的に考え，議論する場面の設定 

    知らない人に親切にする時にある恥ずかしさや不安などといった自分の弱さを確認した後，「み

んなが僕の立場だったら，あなたの親切スイッチは，どうすれば入りますか。」と発問する。自分

の弱さを乗り越え親切にするためには，「勇気を出す」「相手を思う」「相手の立場を考える」など

の「勇気」「親切，思いやり」といった道徳的価値から考え，議論する中で，進んで親切にするた

めに自分に必要なことへの理解を深めていく。 

(ｳ) 自己の生き方を考える場面の設定 

    親切スイッチはどうすれば入るのかについて自分の考えをまとめ，今までの生活を振り返った

り，これからの生き方を考えたりするために，ワークシートに自分の考えを整理させる。 

イ 親切，思いやりの道徳的価値を育む手立て 

  p.３の【表３】親切，思いやりの道徳的価値の体系的な指導方法と手立てより，本時における親切，

思いやりの道徳的価値を育む手立てを発問や活動を通して授業の中に位置付けていく。 

気付く 分かる 生かす 

①目の不自由な人の立場や気

持ちに気付く。 

②自分なりの葛藤の乗り越え

方に気付く。 

①行動化できない心理状況を

克服し，親切にする大切さ

が分かる。 

①自分のできる親切をしよう

とする。 

ウ 問題解決的な学習を取り入れた授業における基本となる学習指導過程 

  本時のねらいから，前項１の【表１】問題解決的な学習の学習指導過程と発問例，活用例より，学

習過程を下記のように設定する 

導 

入 

１ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について意識させる場面 

①教材や日常生活などから道徳的価値に根差した問題を意識する。 

【発問】「どんなスイッチだと思いましたか。」 

展 

開 

２ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値を多面的・多角的に考え，議論する場面 

④道徳的価値に根差した問題の状況を分析する。             【気付く①】 

【発問】「どうして手伝おうとしたのに，足がゆっくりになったのでしょうか。」 

⑤登場人物などの考え方や行為から，道徳的価値を考える。 

【発問】「ぼくが，行動に移すことができたのは，どうしてでしょう。」  

⑨自分だったらどうするかを考える。             【分かる①】【気付く②】 

【中心発問】「あなたがぼくと同じ立場だったら，手伝いたい気持ちを行動で表すための親

切スイッチは何でしょうか。」 

終 

末 

３ 自己を見つめ自己の生き方を考える場面 

⑭学習を振り返り，これからの自己の目標や課題を考える。         【生かす①】 

【発問】「今日の学習でわかったことは何ですか。」 
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４ 授業の展開 

 (1) 展開 

段
階 

学習活動と主な発問 期待する児童の反応 支援 

導 
 
 
入 
5 

 
 
 
問題① 
１ 日常生活から道徳的な問
題を意識させる。 

○どんなスイッチだと思いま
したか。 

 
 
 
 
 
 
 
２ 本時の学習の方向性を確
認する。 

 
 
３ 教材を読み，あらすじを
確認する。 

◯キャップハンディ体験をし
て，どんな感想をもちまし
たか。 

 
 
 
 
・困っている人を助けるスイ
ッチ 

・親切にするスイッチ 
・恥ずかしがらないスイッチ 
・いいことをするスイッチ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・こわかった。 
・緊張した。 
・不安だった。 
・手伝いたいと思った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・親切にするきっかけは何か
ということを見つけること
に問題意識をもたせ，課題を
設定する 

【気付く①】 

目の不自由な人の立場や気
持ちに気付く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

展 
 
 
 
 
開 
 
38 

 
 
 
４ 主人公の気持ちや行動を
考える 

問題④ 
◯ぼくははっとして気がつい
た時，どうしたいと思った
でしょう。 

 
問題④ 
◯どうして手伝おうとしたの
に，足がゆっくりになった
のでしょうか。 

 
 
問題⑤ 
◯手伝いたいと思っていたけ
ど，なかなか手伝えなかっ
た主人公が行動に移せたの
は，どうしてでしょう。 

 
 

 
 
 
 
 
 
・助けたい。 
・手伝いたい。 
・いっしょにわたりたい。 
・声をかけたい。 
 
・知らない人は怖い 
・知らない人が安全か心配 
・声の掛け方がわからない 
・目の不自由な人の手伝い方
がわからない 

 
・相手の気持ちを考えたか
ら。 

・勇気を持ったから。 
・自分だったらと考えたか
ら。 

 

 
 

 
 
 
 
【気付く①】 

ぼくの立場や気持ちに気付
く。 
 
 
 
 
 
 
 

 

【分かる①】 

行動化できない心理状況を

克服し，親切にする大切さが分

かる。 

 

親切スイッチをいれるには，どうすればいいのだろう。 

道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について問題意識をもち自己を見つめる場面 

ア 自己を見つめる。 

実際に教師が見た事例

を紹介し，相手が困って

いる姿を見たら手伝おう

と心が切り替わることを

意識させ，そのきっかけ

に問題意識をもたせる。 

ア 自己を見つめる。 

キャップハンディ体験

の経験を生かして，目の

不自由な人の立場から困

難さや気持ちを考えさせ

ることで，困っている人

の気持ちを考える大切さ

に気付かせる。 

道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について多面的・多角的に考える場面 

ア 自己を見つめる。 

ぼくの目の不自由な人

を助けたいけど行動でき

ないという思いに気付か

せる。 
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５ 自分との関係で，問題を
考える。 

問題⑨ 
◎あなたがぼくと同じ立場だ
ったら，手伝いたい気持ち
を行動で表すための親切ス
イッチは何でしょうか。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・相手のことを考える。 
・相手の気持ちを考える。 
・勇気を持つ。 
・手伝わないと後悔する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【気付く②】 

自分なりの葛藤の乗り越え

方に気付く。 

・個人，４人グループ，全体の
順で考える。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
問題⑭ 
６ 本時で学習した内容を振
り替える 

◯あなたが，困っている人に
親切にする時に，どんなこ
とが大切だと思いました
か。 

 
 
 
 
・困っているのかなと気付い
てあげて，相手のことを考
える。 

・手伝おうと思ったら，弱い
心に負けず，勇気を出す。 

【 

 

 

【生かす①】 
自分のできる親切をしよう

とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
終 
末 
2 

７ 教師の説話を聞く。  ・親切にする場面に気付く良
さをキャップハンディ体験
と関連させて話す。 

 

 

イ 多面的・多角的に考え

る。 

  相手のことを考えるこ

と，自分の弱い気持ちを

乗り越えて親切にするこ

とが，相手のためになる

行為へとつながったこと

を理解させる。 

ア 自己を見つめる。 

  自分の弱さに気付き，

自分なりの葛藤の乗り越

え方に気付かせる。 

ア 自己を見つめる。 

学習したことに対して

これまでの自分の経験や

考え方などを振り返り，

自己の生き方を考えるこ

とにつなげる。 

ウ 自己の生き方を考え

る。 

 親切スイッチはどうす

れば入るのかについて自

分の考えをまとめ，今ま

での生活を振り返った

り，これからの生き方を

考えたりするために，ワ

ークシートに自分の考え

を整理させる。ワークシ

ートに自分の考えを整理

させる。 

自己の生き方を考える場面 
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(2) 板書計画 
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(3) ワークシート 

 

 
 

 
 

 
 

 
二  あ な た が 、 困 っ て い る 人 に 親 切 に す る 時 に 、 ど ん な こ と が 大 切 だ と 思 い ま し た か 。 

大 切 だ と 思 っ た わ け や 、 今 ま で の 自 分 は ど う だ っ た か 、 こ れ か ら ど う し て い き た い  

か な ど も 考 え て み ま し ょ う 。  

 

 

 
 

 
 

一  あ な た が ぼ く と 同 じ 立 場 だ っ た ら 、 手 伝 い た い 気 持 ち を 行 動 で 表 す た め の  

親 切 ス イ ッ チ は 何 で し ょ う か 。 く わ し く 書 き ま し ょ う 。  

  ま た 、 ど う し て そ う 考 え た か 、 わ け も 書 き ま し ょ う 。  

心 の 信 号 機  

四 年   組     番  名 前                     
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第６学年道徳学習指導案 

日 時 平成 28 年 11 月 11 日（金）３校時 

対 象 ６年生（男 18名女 18名計 36 名） 

指導者 佐 藤 朋 広 

１ 主題名 人への思いやり［親切，思いやり］ 

教材名 車いすでの経験から(出典 東京書籍 小学校道徳６年「明日をめざして」) 

２ ねらい 駅員さんたちのぼくや母に対する思いやりを考えることを通して，相手の立場に立って考

える意義が分かり，誰に対しても親切にしようとする道徳的心情を育む。 

３ 主題設定の理由 

(1) 道徳的価値について 

     第５学年及び６学年の内容項目「親切，思いやり」では，「誰に対しても思いやりの心をもち，相

手の立場に立って親切にすること。」とある。これは，中学校の内容項目［思いやり，感謝］の「思

いやりの心をもって人と接するとともに，家族などの支えや多くの人々の善意により日々の生活や

現在の自分があることに感謝し，進んでそれに応え，人間愛の精神を深めること。」へと発展してい

く。 

本主題は，「相手の立場に立って考える意義がわかり，誰に対しても親切にしようとする道徳的

心情を育む。」ことをねらいとしている。そこで，相手の気持ちや立場を自分のことに置き換えて推

し量り，相手に対してよかれと思う気持ちを相手に向けることの意義に気付かせ，誰に対しても親

切にしていくよさへの理解を深めたい。 

(2) 児童について 

   児童はアンケートにおいて，思いやりとは，相手の気持ちを考えること，親切とは，困っている

人を助けることという意識があり，対象は学校の友達がほとんどである。相手を手伝う時，相手の

立場に立って考えた行為をしようとする意識は少ない。親切は，相手へ思いやりを届ける行為であ

り，その相手を思う心への理解を深めていくことは，さらによりよい生き方を送ることにつながっ

ていくと考える。 

(3)  教材について 

    本教材は，東京書籍小学校道徳６年「明日をめざして」に収録されている読み物教材である。 

主人公のぼくは，車いすで電車に乗って帰宅しなければならず，不安に思う。しかし，駅員さん

に車いすを持ってもらったり，次の駅に連絡してくれたりと様々な親切を受ける。その経験から，

知らないおばあさんにも声をかけて手伝えるようになったという内容の教材である。 

(4)  指導にあたって  

 本教材を通して，ただ親切にしようとするのではなく，相手の立場や気持ちを推し量り，相手の

ためにどのように行動すればいいのかを考えて行為に表そうとする思いやりを考えさせたい。この

思いやりを「１つ先の思いやり」とし，ぼくと母に向けられた駅員さんの思いやりから，困ってい

る人がいるから手伝おうと思うだけではなく，そこに，相手のためにどうすることがいいのかと考

える思いやりが大切なことに気付かせたい。また，ぼくが駅員さんの思いやりを受け取って知らな

いおばあさんにも自然に手伝えるようになったことから，相手の思いやりが伝わると，その思いや

りを誰かに届けたくなり，思いやりがつながっていくよさを捉えさせ，集団や社会との関わりに目

を向けさせていきたい。この授業では，駅員さんの思いやりが伝わる親切を見つけ，その気持ちか

ら，思いやりとは何かを議論する活動を行う。この活動を通して，相手のことや気持ちを考えるよ

さを感じさせたい。 
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ア 問題解決的な学習を取り入れた授業の工夫 

 (ｱ) 自己を見つめる場面の設定 

     導入場面では，事前アンケートから親切，思いやりの道徳的価値への理解が不十分であること

に気付かせ，問題意識をもたせる。展開場面では，ぼくと母の不安な気持ちから駅員さんに手伝っ

て欲しいことを考えさせ，それに応えることが自分たちの価値理解であったことに気付かせる。

また，駅員さんの親切から，自分たちの理解と異なる相手の立場に立って考えた行為をしようと

する思いやりに気付かせる。終末場面では，学習してきた思いやりに対してこれまでの自分の経

験や考え方などを振り返り，自己の生き方を考えることにつなげる。 

(ｲ) 多面的・多角的に考え，議論する場面の設定 

    駅員さんのぼくや母への気遣いが分かる親切な行為を見つけ，その親切に至る思いやりを多面

的・多角的に捉えさせる。駅員さんの思いやりには，不安な心を安心させようとする，相手が困る

ことを予想して困らないようにしようとする，相手が喜ぶような行為をしようとするなどの相手

の立場に立って考えた行為をしようとする思いやりがある。また，ぼくがこの経験から知らない

人でも自然と手伝えるようになったことに着目させ，思いやりのある行為は広がっていくという

面も捉えさせる。 

(ｳ) 自己の生き方を考える場面の設定 

    １つ先の思いやりについて自分の考えをまとめ，今までの生活を振り返ったり，これからの生

き方を考えたりするために，ワークシートに自分の考えを整理させる。 

イ  親切，思いやりの道徳的価値を育む手立て 

    p.３の【表３】親切，思いやりの道徳的価値の体系的な指導方法と手立てより，本時における親

切，思いやりの道徳的価値を育む手立てを発問や活動を通して授業の中に位置付けていく。 

気付く 分かる 生かす 

①ぼくと母の車いすで電車を

利用する不安に気付く。 

②駅員さんの親切から，ぼくや

母への思いやりに気付く。 

①駅員さんの思いやりの意義

がわかる。 

②ぼくが思いやりを社会へ広

げた良さが分かる。 

①自分なりの思いやりや

親切の生かし方を考え

る。 

ウ 問題解決的な学習を取り入れた授業における学習過程 

導 

入 
１ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について問題意識をもち自己を見つめる

場面 

②道徳的価値の本当の意味や意義を考える。 

【発問】「困っているのは同じなのに，どうして違う親切が生まれてきたのだろう。」 

展 

開 

２ 道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について多面的・多角的に考える場面 

④道徳的問題の状況を分析する。                   【気付く①】 

【発問】「母は，駅員さんにどんなことをしてほしいと思っていたでしょう。」 

⑤登場人物などの考え方や行為から，道徳的価値を考える。       【気付く②】 

【中心発問】「駅員さんたちの１つ先の思いやりが分かる親切とその時の気持ちを考え

ましょう。」 

⑧道徳的価値について考える。                    【分かる①】 

【発問】「１つ先の思いやりとは，何でしょうか。」 

⑪道徳的価値について，さらに深める。                【分かる②】 

【発問】「どうしてぼくは，おばあさんに自然に声をかけることができるようになったの

でしょうか。」 

終 

末 

３ 自己の生き方を考える場面       

⑭学習を振り返り，これからの自己の目標や課題を考える。       【生かす①】 

【発問】「今日の学習でわかったことは何ですか。」 
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４ 本時の展開 
 (1) 展開 

段
階 

学習活動と主な発問 期待する児童の反応 支援 

 
導 
 
 
入 
4 
 
 
 

 
 
 
問題② 
１ 道徳的価値の本当
の意味や意義を考え
る。 

 
○同じ教えるでも，どう
して違う親切が生ま
れたのかな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 本時の学習課題を
確認する。 

 
 
 
 
 
３ 教材を読みあらす
じを確認する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
・相手のことを考えたか
ら。 

・相手によって，親切を変
えるから。 

・困り方が違うから。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・相手の立場に立って考えた行為を
しようとする思いやりを１つ先の
思いやりとし，どんな思いやりな
のかを考えていく学習の方向付け
をする。 

 
 
・読む前に，駅員さんの思いやりを考
えていくため，駅員さんの親切に
気を付けて聞くように指示する。 

・あらすじの確認では，駅に行く前の
ぼくと母の置かれている状況を主
に把握し，展開場面での二人の気
持ちの読み取りにつなげる。 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

33 

 

 
 
 
４ 教材を読み，話し合
う。 

・あらすじを確認する。 
問題④ 
○母は，駅員さんにどん
なことをしてほしい
と思っていたでしょ
う。 

 
 
 
５ 駅員さんたちの１
つ先の思いやりについ
て議論する。 
問題⑤ 
◎駅員さんたちの１つ
先の思いやりがわか
る親切とその時の気
持ちを書きましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
・電車に乗れるのか。 
・電車の乗り降りを手伝っ
てほしい。 

・階段の上り下りを手伝っ
てほしい。 

・だれか手伝ってほしい。 
 
 
 
 
◇にっこり 
・不安にさせないように。 
◇二人 
・母が手伝わなくていい。 
◇次の駅に連絡 
・電車の中も降りても安心。 

 
 
 
【気付く①】 
ぼくと母の車いすで電車を利用す

る不安な気持ちに気付く。 
 
 
 
 
 
 
 
【気付く②】 
駅員さんの親切から，ぼくや母へ

の思いやりに気付く。 
 
 
 
 
 
 
 

１つ先の思いやりとは，何だろう。 

道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について問題意識をもち自己を見つめる場面 

ア 自己を見つめる。 
事前アンケートから，多くの

児童が思いやりを相手のことや
気持ちを考えること，親切を困
っている人を助けることと捉え
ていたことを紹介し，親切にし
たことの具体的な記述から，困
っていることは同じなのに親切
が違うのはなぜかを考えさせる
ことで，困っているから手伝う
ではなく，相手のことや気持ち
を考えた先に，親切につながる
思いやりがあることに気付か
せ，問題意識をもたせる。 

ア 自己を見つめる【気付く】 
ぼくと母の不安な気持ちから

駅員さんに手伝ってほしいこと
を考えさせ，それに応えること
が自分たちの価値理解であった
ことに気付かせる。 

ア 自己を見つめる。 
駅員さんの親切から，相手の

立場に立って考えた行為をしよ
うとする思いやりに気付かせ
る。 

道徳的価値に根差した問題や道徳的価値について多面的・多角的に考える場面 
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６ １つ先の思いやり
について議論する。 

問題⑧ 
◯１つ先の思いやりと
は何でしょうか。 

 
 
 
 
 
問題⑪ 
◯どうして「おばあさ
ん，荷物持ちましょう
か。」と自然に声をか
けることができるよ
うになったのでしょ
うか。 

◇わたしたちの仕事 
・気を遣わせない。 
◇着く前にホームで待つ 
・安心して降りられるよう
に。 

 
 
 
 
 
・相手の本当の気持ちを考
えて，行動を考えること。 

・相手のためになることを
考えること。 

・相手がどうすれば困らな
いか考えること。 

・相手が喜ぶことを考える
こと。 

・相手を安心させること。 
 
 
・駅員さんのようになりた
いと思ったから。 

・おばあさん気持ちを深く
考えたから。 

・たくさん親切にしたから
返したくなったから。 

・遊びはいつでもできるが，
おばあさんの親切は今し
かできないから。 

・骨折して，親切にされるこ
とがとてもうれしいと気
付いたから。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・４人グループ，全体の順で議論する
ことで，自己の考え話し，他者との
考えと比べる機会を設定する。 

【分かる①】 
駅員さんの思いやりの意義が分か

る。 
 
 
 
 
 
 
【分かる②】 
ぼくが思いやりを社会へ広げた良

さが分かる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

 

末 

８ 

 
 
 
７ 本時の学習した内
容を振り替える。 

問⑭ 
○今日の学習でわかっ
たことを書きましょ
う。 

 
 
 
 
 
 
・相手のためを思うことで，
思いやりが広まってい
く。 

・相手のためによりよいこ
とを考えることが大切
だ。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【生かす①】 
自分なりの思いやりや親切の生かし
方を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 教師の説話を聞く  ・みんなの書いたことを実践してい
けば，素敵な世の中になると思わ
ないかと問いかけて終わる。 

 

 

イ 多面的・多角的に考える。 
児童が捉えた思いやりの共通

点から，相手の立場に立って考
えた行為をしようとする思いや
りを捉えさせる。 

イ 多面的・多角的に考える。 
ぼくの行動は，駅員さんの思

いやりから生まれた行動であ
り，親切にされると自分も誰か
に親切にしたくなることに共感
させ，その思いやりがつながる
良さを感じ取らせる。 

自己の生き方を考える場面 

ア 自己を見つめる。 
学習してきた思いやりに対し

てこれまでの自分の経験や考え
方などを振り返り，自己の生き
方を考えることにつなげる。 

ウ 自己の生き方を考える。 
  １つ先の思いやりについて自
分の考えをまとめ，今までの生
活を振り返ったり，これからの
生き方を考えたりするために，
ワークシートに自分の考えを整
理させる。 

イ 多面的・多角的に考える。 
 不安な心を安心させようとす
る，相手が困ることを予想して
困らないようにしようとする，
相手が喜ぶような行為をしよう
とするなどの相手の立場に立っ
て考えた行為をしようとする思
いやりを捉えさせる。 
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(2)板書計画 
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(3)ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 今 日 の 学 習 で 、 わ か っ た こ と は 何 で す か 。 考 え た 理 由 や 、 今 ま で の 自 分 は  

ど う だ っ た か 、 こ れ か ら ど う し て い き た い か な ど も 書 い て み ま し ょ う 。  

道 徳 ワ ー ク シ ー ト  

  ６ 年  組    番   名 前  
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道徳アンケート 低学年用 
           Ｈ２８年   月   日 

   ２年   組
くみ

     ばん    なまえ                     

アンケートの書
か

き方
かた

 

１ 今日
き ょ う

のことで答
こた

えましょう。 

２ ア イ ウ エ に◯をつけましょう。 
 

１ 道徳
どうとく

の学 習
がくしゅう

で，どんなことがすきですか。 

すきなことぜんぶに，◯をつけましょう。 

なかった人は，キ に○をつけましょう。 
 

ア お 話
はなし

を聞
き

いたり読
よ

んだりすること   イ 考
かんが

えること   
 

ウ 発 表
はっぴょう

すること（話
はな

すこと）      エ 友だちの 考
かんが

えを聞
き

くこと   
 

オ 話
はな

し合
あ

うこと    
 

カ そのた ほかに思
おも

いつくことがあれば，書
か

きましょう。 

 

 

キ すきなことはなかった 
 

２ 主人公
しゅじんこう

の気持
き も

ちになって考えることはありましたか。 

 

ア あった  イ どちらかといえばあった  ウ どちらかといえばなかった  エ なかった 
 

３ 友だちの考
かんが

えを聞
き

いて，「なるほど」「すごい」などと思
おも

ったことはありましたか。 

 

ア あった  イ どちらかといえばあった  ウ どちらかといえばなかった  エ なかった 
 

４ 友だちの 考
かんが

えをさんこうにして，考えましたか。 

 

ア 考えた  イ どちらかといえば  ウ どちらかといえば  エ 考えなかった 

              考えた        考えなかった 
 

５ 役割
やくわり

演技
えんぎ

などの体験
たいけん

をすると，自分の 考
かんが

えがさらによくなることがありましたか。 
 

ア あった  イ どちらかといえばあった  ウ どちらかといえばなかった  エ なかった 
 

６ 自分
じぶん

の生活
せいかつ

を思
おも

い出
だ

したり，大切
たいせつ

な 考
かんが

え方
かた

が分
わ

かったりしたことがありましたか。 

 

ア あった  イ どちらかといえばあった  ウ どちらかといえばなかった  エ なかった 
 

７ 道徳
どうとく

の学 習
がくしゅう

をして，自分
じぶん

の生活
せいかつ

をよくするために，なにかしようと思
おも

ったことは 

ありましたか。 
 

ア あった  イ どちらかといえばあった  ウ どちらかといえばなかった  エ なかった 
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道徳アンケート 中学年用 
           Ｈ２８年   月   日 

    ４年    組    番   名前                       
アンケートの書き方 

１ 今日のことで答えましょう。 

２ ア イ ウ エ に◯をつけましょう。 
 

１ 道徳
どうとく

の学習で，どんなことがすきですか。すきなことぜんぶに，◯をつけましょう。 

なかった人は，キ に○をつけましょう。 
 

ア 話を聞いたり読んだりすること    イ 考えること   
 

ウ 発表すること（話すこと）      エ 友だちの考えを聞くこと   
 

オ 話し合うこと    
 

カ そのた ほかに思いつくことがあれば，書きましょう。 

 

 

キ すきなことはなかった 
 

２ 主人公の気持ちや行動に対して，「その気持ち分かるなあ。」と思ったり，「自分だったら 

◯◯するなあ。」と考えたりすることはありましたか。 
 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

３ 自分の考えと違
ちが

う友だちの考えを聞いて，「なるほど」「そんな考え方もあったんだ」など

と思ったことはありましたか。 
 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

４ 友だちの考えをさんこうにして，考えていましたか。 

 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

５ キャップハンディ体験をして，自分の考えがさらに よくなることがありましたか。 

（事後のみ） 
 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

６ 道徳の学習をして，大切な考え方や，自分の良さや弱さに気がつくことがありましたか。 

 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

７ 道徳の学習をして，これからの自分の生活に生かしていきたいことが見つかりましたか。 

 

ア よくあった イ  どちらかといえばあった ウ  どちらかといえばなかった  エ なかった 
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道徳アンケート 高学年用 
           Ｈ２８年   月   日 

    ６年    組    番   名前                       
アンケートの書き方 

１ 今日のことで答えましょう。 

２ ア イ ウ エ に◯をつけましょう。 
 

１ 道徳の学習で，どんなことが好きですか。好きなこと全部に，◯をつけましょう。 

なかった人は，キ に○をつけましょう。 
  

ア 話を聞いたり読んだりすること    イ 考えること   
 

ウ 発表すること（話すこと）      エ 友だちの考えを聞くこと   
 

オ 話し合うこと    
 

カ そのた ほかに思いつくことがあれば，書きましょう。 

 

 

キ すきなことはなかった 
 

２ 主人公の気持ちや行動に対して，「自分と似
に

たところがあったなあ。」と思ったり， 

「自分だったら◯◯するなあ。」と考えたりすることはありましたか。 
 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

３ 自分の考えと違う友だちの考えを聞いて，「その考え分かる。」「そんな考え方もあったんだ」

などと思ったことはありましたか。 
 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

４ 友だちの考えをさんこうにして，考えていましたか。 

 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

５ 友だちと話し合って， いい考えや，新しい考えなどが思いつきましたか。 

 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

６ 道徳の学習をして大切な考え方が分かったり，自分の課題や目標が見つかったりしました

か。 
 

ア よくあった イ どちらかといえばあった ウ どちらかといえばなかった エ なかった 
 

７ 道徳の学習をして，自分がよりよく生きて行くためには，どのような行動をしていけば 

いいか分かりましたか。 
 

ア よく分かった  イ どちらかといえば  ウ どちらかといえば  エ 分からなかった 

               分かった       分からなかった 


